
プラチナ社会の実現に向けて

～プラチナ森林産業イニシアティブの動きを中心に～

2023年2月14日

一般社団法人プラチナ構想ネットワーク

事務局長 平石 和昭
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本日の話題

プラチナ構想ネットワークの活動

どうやって社会実装を進めるか

プラチナ森林産業イニシアティブ
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プラチナ構想ネットワークの活動

33



⚫ 会長は「小宮山宏」

➢ 第２８代東京大学総長

➢ 三菱総合研究所理事長

⚫ 目的は「プラチナ構想の具現化」

➢ 新たな社会づくりの方向を示す

➢ 課題解決先進国・日本として世界にモデルを示す

⚫ 会員は「207の自治体、137の法人」

➢ いずれもトップ（首長、経営トップ）で実際に活動に参加

➢ さらに5名の社会実装推進会員と62名の個人会員（有識者）が活動をサポート

※会員数は2023年2月現在
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プラチナ構想ネットワーク ３つの特徴
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【２１世紀の新たな課題】 【解決の方向】

✓ 有限な資源 ■資源自給国家
（産業革命の飽和） （省エネ、創エネ、都市鉱山、完全循環社会）

✓ モノは充足（住居、自動車等） ■新たな産業、新たな需要の創出
（量的飽和） （創造型需要）

✓ 世界一の長寿、高齢化 ■質の高い長寿
（寿命の飽和） （QOL、健康寿命延伸）

✓ 東京一極集中 ■地方創生
（地方の疲弊） （第1次産業、再エネ、観光）

課題解決先進国・日本として世界にモデルを示す

5

⚫ 21世紀の新たな課題を克服し、「課題解決先進国」へ
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CO2 concentration

出所：新ビジョン2050 小宮山宏・山田興一著、日経BP社
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世界の一人あたりGDP（100GK$/人） 世界の平均寿命（歳） CO2濃度（ppm）

地球・社会・人間の持続
Global average life spanGlobal per capita GDP

今は人類の転換期、アプローチは「バックキャスト」で
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地球が持続し、豊かで
すべての人の自己実現を
可能にする社会

エコロジーで
人間にとって快適な自然環境の構築、
環境との調和・共存

資源の心配がなく
エネルギー効率の向上、
再生可能エネルギー活用、
物質循環システムの構築

老若男女が全員で
生涯を通じた成長、
社会参加の機会創造、
健康で安心して加齢できる社会

心もモノも豊かで
文化・芸術に彩られた暮らし、
飽和・停滞を打破する「限界を超えた成長」

雇用がある社会
イノベーションによる新産業の創出

「プラチナ社会」は５つの要素の実現を目指す

77



理念の
形成と普及

人財育成

社会実装

• プラチナ懇談会 （会長を交えた意見交換、計115回開催）

• プラチナ大賞 （優れた取組を表彰して情報化、10回開催）

• プラチナシンポジウム （今年は「地域脱炭素」で開催）

• プラチナTV（YouTubeを活用した当会の活動紹介）

• プラチナ構想スクール（自治体職員の課題解決力養成塾、250人が卒業）

• プラチナ未来人財育成塾（中学生対象の未来人財育成、670人が卒業）

• プラチナ未来スクール（小学生へのロボット・プログラミング塾、980人が卒業）

• プラチナ保健師スクール（保健師指導で生活習慣病を改善に貢献）

• プラチナ会員連携支援プロジェクト（自治体×企業で社会実装、30件成立）

• 社会実装アクセラレータ（優れた取組のマッチングプラットフォーム）
• ワーキング・イニシアティブ（水素社会、産業観光、森林産業、サーキュラーエコノミー）
• 特定地域でのプロジェクト組成 （北いわて、長野、秋田ほか）

活動の全体像：３つの活動フェーズ
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どうやって社会実装を進めるか

99



⚫ 48の提案→150件のマッチング活動→40件がマッチング成立

⚫特定テーマ型も展開を開始（例：地域脱炭素）

◼社会課題を抱えたフィールド
◼人財

ビジネス形成

プロジェクト形成

◼技術・ノウハウ
◼組織力・資金
◼人財

◼技術・ノウハウ

◼人財

自治体

法人 ベンチャー

ビジネス形成

プロジェクト形成

ビジネス形成

プロジェクト形成

１．会員相互をつないでコトを興す（会員連携支援事業）
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提案案件への自治体の関心（自治体首長会員向けアンケート）

自治体首長会員（202団体）のうち、
101自治体から回答を得た
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テーマ設定型（地域脱炭素）会員連携支援

提案者 テーマ

みやまパワーHD 地域づくりに貢献する地域脱炭素の取組み

アイ・グリッド・ソリューションズ CO2排出量可視化から削減実行まで統合的な脱炭素支援「GXソ
リューション」

アイ・グリッド・ソリューションズ 地域循環型の太陽光PPAモデルによる地域脱炭素・再エネ地産地消・
レジリエンス向上

アイ・グリッド・ソリューションズ 地域循環共生圏をプロデュースする人材育成プログラム

ダイキン工業 既存物件のZEB化を実現するリース活用型ZEB提案

ダイキン工業 第三者所有方式による空調機器導入

ダイキン工業 マイクロ水力発電による財源確保や災害対応手法

東京センチュリー 公共施設等への第三者所有モデルを活用した導入促進
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テーマ設定型（地域脱炭素）会員連携支援

提案者 テーマ

東京センチュリー EVをリユースして製造したソーラー街路灯により、地域の脱炭素化とサー
キュラーエコノミーに貢献

アクシス 企業と自治体の使用電力やCO2 排出量を可視化・追跡し、脱炭素と
ESG 経営を促進するクラウド型サービス

古山通久 氏 地域資源を活用した水素の合理的社会実装

WELLNEST HOME 省エネ建築設計を活用した地域脱炭素モデル街区の街づくり

ダイセキ環境ソリューション 住民から回収した廃食油で発電し、電気自動車のコミュニティカーを運行

ニチハ 脱炭素に資するための建物・都市の木質化と環境貢献の見える化

USD NFT（非代替性暗号資産）を活用し、寄付金でゼロカーボンシティを

染めQテクノロジィ 補強工法で再生延命、長寿命化（廃材を出さない＝CO2排出削減）

小豆島ヘルシーランド オリーブ産業の育成による脱炭素の取り組み
13
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２．大きく仕掛けてコトを興す（産業イニシアティブ活動）

インパクトがあり出来ることを相乗的に進める

ピースは増えてきた
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森林産業に続く次の産業イニシアティブは？

⚫ 第一次産業＋エネルギー産業

✓ソーラーシェアリング（農業＋太陽光）

✓漁業＋風力 ・・・

⚫ 健康・自立産業

✓健康寿命延伸（生活習慣病、認知症）、少子化対策

✓弘前大学COI、久山コホート、北海道大学COI ・・・

⚫ 人財養成産業

✓アクティブラーニング×多世代交流

✓逆参勤交代 （社員養成）・・・

⚫ ・・・・・・・・・・・・・



⚫ 知事、副知事、市長、関係企業トップ参加で「北いわて」の地方創生を議論
⚫ 具体的なアクションを提案（キープレーヤーを特定）し、社会実装へ

⚫高専（一関高専）でのAI人財育成
⚫岩手県をフィールドとしたMaaSの展開
⚫林業（上流～中流～下流に至る一気通貫の商流実現）
⚫スマート農業による農産物競争力強化

プラチナ懇談会(2019年4月）から始動
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北いわて産業・革新ゾーンのキーワード

⚫ 人財・知財・IT総動員による近代一次産業の創成

⚫ 豊富な再生可能エネルギー資源を生かす

⚫ 健康・自立の先進地域とする

⚫ 人を呼び込む（観光、逆参勤交代）

⚫ 大学や高専の力を生かす＝「超大学」
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超大学＠種子島から Co-JUNKANへ

システムで形づくる
・製糖工場を中心とした
エネルギーシステム
・農工横断システム最適化

技術で牽引する
砂糖-エタノール逆転
生産プロセスの実証

観光で見つける
・ツーリズムセミ
ナー
・外国人モニターツ
アー

技術で牽引する
新規バイオディー
ゼル製造システ
ムの実証

教育で伝える
・高校における授業と実習
・シンポジウムでの住民への発

信

さとうきび

学校教育

森林保全

里山・里海

地域エネ
システム

熱中症
アラーム

農業ＡＩ

バイオマス
化成品製造

バイオ
ディーゼル製造未利用エネ

蓄熱利用

自然エネ
導入支援

観光情報
体系化

福祉

課題

超大学＠種子島

東大菊池准教授中心のCOI-NEXT

社会実装と方法論開発の同時進行

北いわて

18

19大学が集結
学生がキープレーヤー
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小水力発電で自立したまちづくり

⚫地域住民が地域づくり株式会社を設立

⚫総事業費5,900万円（政策金融公庫から８割借り入れ）

⚫利益100万円でみんなが元気に

出所：松隈地域づくり株式会社
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弘前大学COI 「健康ビッグデータで短命県返上」

① ビッグデータを用いた疾患予兆法の開発
② 予兆因子に基づいた予防法の開発
③ 認知症サポートシステムの開発
④ COI拠点間健康・医療データ連携推進

《健康研究の総合的プラットフォーム》

●新事業・雇用創出●新事業創出支援
●健康づくりの支援

●シーズの創出
●学術的知見の提供

●健康づくりの普及・促進

弘前大学
九州大学/京都府立医科大学/名桜大学/

和歌山県立医科大学/東京大学/
京都大学/名古屋大学/青森大学

中央大学/ 慶應義塾大学/
京都府立大学/志學館大学/ 

公立はこだて未来大学/ 徳島大学/
同志社女子大学

学

※他参画調整中多
数

※COIプロジェクトでの成果を最大限活かす(P2評価:S+)

健康リーダー
健康サポーター
食生活改善推進員etc

官

民

産

連携 連携

連携 連携
(注)弘前COI拠点全体の参画企業･機関すべて含む

青森県
弘前市
久山町 / 京丹後市

青森県の40市町村
（健康宣言都市）/
青森県産業技術センター/
産業技術総合研究所/
医薬基盤・健康・栄養研究所

マルマンCS/東北化学薬品/テクノスルガ・ラ
ボ/栄研/イオンリテール/カゴメ/エーザイ/花
王/協和発酵バイオ/ライオン/オムロンヘルス
ケア/ベネッセコーポレーション/シスメックス/
北海道システム・サイエンス/生命科学インス
ティテュート/ヒューマン・メタボローム・テクノロ
ジーズ/日本コープ共済/クラシエＨＤ/ロー
ソン/楽天/サントリー食品インターナショナル/
アツギ/ハウス食品/ファミリークッキングスクー
ル/大塚製薬/ミルテル/明治安田生命保険
相互会社/ファンケル/青森銀行/みちのく銀
行

京都銀行/ベネッセスタイルケア/IIJグローバ
ルソリューションズ/三井住友信託銀行/大日
本印刷/住友電気工業/住友林業/みずほ情
報総研 /エルブズ/マネーフォワード/デジタル
ガレージ

出所：弘前大学

2000項目×1000人×15年



「逆参勤交代」でヒトを呼び込む

21

21

21

写真：エコッツェリア協会・丸の内プラチナ大学
http://www.ecozzeria.jp/events/platinum/

埼玉県秩父市

長崎県壱岐市 岩手県八幡平市

茨城県笠間市

熊本県南阿蘇村

鹿児島県伊仙町
静岡県浜松市

京都府京丹後市 北海道上士幌町

広島県福山市

⚫ 地方創生と働き方改革の同時実現

⚫ 好事例：北海道上士幌町とアクサ生命保険の大野氏（SGDs推進アドバイザー）



高専でAIを教える

⚫ 学生を社会課題解決の戦力としよう

22
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一関高専グループ
2022ディーコンで優勝

AI時代を引っ張る高専生
「高専生は日本の宝」（松尾豊教授）

圧力センサー靴×AIで
認知症予防と早期発見

写真：日本ディープラーニング協会
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プラチナ森林産業イニシアティブ
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2050年より前に常識が変わる

⚫ 石油や鉄鉱石は資源なのか？

⚫ 日本は資源がない国か？

⚫ バイオマスはマイナーな資源か？

⚫ 日本は急傾斜で林業に向かないのか？

⚫ 加工貿易は今の日本の正しい戦略か？
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山林は日本のバイオマス資源

5兆円50万人の産業と雇用

大規模化・機械化・情報化

年1億トン以上のバイオマス

国土の均衡ある発展

25

森林面積率×温暖多雨×戦後植林のストック

観光・再エネと同時振興
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動き出した「プラチナ森林産業イニシアティブ」

新たな需要として
のバイオマス化学

今後の展開が期待
される木造都市

需要の拡大を受けた
森林・林業改革

⚫脱炭素化＋経済安全保障強化＋経済構造改革＋地方創生＋森林文化の醸成

⚫ 50団体（企業、自治体）が参加

【上流】 【中流】 【下流】



27

化成品製造の将来像

出所：プラチナ構想ネットワーク
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「木造都市」づくりの意義

「第二の森林」を形成し、森林グランドサイクルの実現に貢献する
【ポイント】

・建築物への炭素の固定→第二の森林

・伐採跡地は「主伐→再造林」で持続可能に

・第一の森林の維持・成長＋第二の森林の全国展開

【論点】

・サイクルを強調する（鉄やコンクリートとの違い）

・まちへのCO２固定を数字で把握する

・競合する建築物のCO2固定効果も考慮
（例：コンクリート製造時のCO2固定など）

・供用終了後の廃材リサイクルをどのように想定するか

第二の森林

出所：竹中工務店



10年後の林業ビジネスの基本形（年間50万ｍ3）

出所：政府統計を基にプラチナ構想ネットワークでモデル化

製材所

建材
20万㎥/年

森林資源
50万㎥/年 合板

6万㎥/年

川上 川中 川下

山・森林

バイオマス発電所

©SATOSHI ASAKAWA

木質生活

売電
8千万kWh/年

製材端材・チップ
24万㎥/年

観光、家具材
教育、炭素税等

★能力：10,000kw
★利用：160,000ｔ/年

製材用丸太
31万㎥/年

合板用丸太
10万㎥/年

チップ用丸太
9万㎥/年

※

平
成29

年
木
材
需
給
表
（林
野
庁
）丸
太
の
国
内
消
費
割
合
よ
り

製材品針葉樹
63.7％

合板
61.8％

チ
ッ
パ
ー

未利用材
10万㎥/年

※丸太換算率：平成29年木材需給表（林野庁） 製材品針葉樹63.7％、合板61.8％、木材チップ針葉樹：1ｔ＝2.2㎥）
※バイオマス発電所：5,000kW=80,000tの燃料チップ利用、稼働日数は330日とした

熱

ホテル・公共施設等

木造都市

⚫行政区域を超えた広域連携で年間50万ｍ3を達成する

29

さらにバイオマス化学
が加わる
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「百人の有識者よりも一人の実践者」

で共創しましょう



お問い合わせ先

一般社団法人プラチナ構想ネットワーク 事務局

〒100-8141 東京都千代田区永田町2-10-3
東急キャピトルタワー9階
電話：03-6858-3546
E-mail : jimuinfo@platinum-network.jp
URL：https://www.platinum-network.jp

31

mailto:jimuinfo@platinum-network.jp
https://www.platinum-network.jp/
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